
（ 公表）  

第 6 0 条の２  消防長は、 防火対象物における 消防の用に供する 設備（ 令第７ 条第１ 項に規定する

消防の用に供する 設備を いう 。） の設置状況が法、 令若し く はこ れら に基づく 命令又はこ の条例

の規定に違反する 場合は、防火対象物を 利用し よ う と する 者の防火に関する 安全性の判断に資す

る ため、 その旨を 公表する こ と ができ る 。（ ら ）  

２  消防長は、 前項の規定によ る 公表を し よ う と する 場合は、 当該防火対象物の関係者にその旨を

通知する も のと する 。（ ら ）  

３  第１ 項の規定によ る 公表の対象と なる 防火対象物及び違反の内容並びに公表の手続き は、規則

で定める 。（ ら ）  

 

条則 

( 公表の対象と なる 防火対象物等)  

第 1 8 条の２  条例第 6 0 条の２ 第１ 項の規定によ る 公表（ 以下こ の条において「 公表」 と いう 。）

の対象と なる 防火対象物は、 令別表第１ （ １ ） 項から （ ４ ） 項ま で、（ ５ ） 項イ 、（ ６ ） 項、（ ９ ）

項イ 、（ 1 6 ） 項イ 、（ 1 6 の２ ） 項及び（ 1 6 の３ ） 項に掲げる 防火対象物であ つて、 同項に規定

する 消防の用に供する 設備を 設置し なければなら ないこ と と さ れている も のと する 。（ ね）  

２  公表の対象と なる 違反の内容は、前項に規定する 公表の対象と なる 防火対象物に屋内消火栓設

備、 ス プリ ン ク ラ ー設備又は自動火災報知設備が設置さ れていないこ と と する 。（ ね）  

３  公表は、前項に規定する 違反が法第４ 条第１ 項の規定によ る 立入検査によ つて認めら れた場合

であつて、 当該違反が当該立入検査の結果を 通知し た日から 1 4 日を 経過し ても なお是正さ れて

いないと 認めら れる と き に、 次に掲げる 方法によ り 行う も のと し 、 当該違反の是正が行われたも

のと 消防長が認める ま での間、 継続する も のと する 。（ ね）  

⑴ イ ン タ ーネッ ト を 利用し て公衆の閲覧に供する 方法（ ね）  

⑵ 公表を する 事項を 記載し た書面を 広島市消防局並びに当該違反が認めら れた防火対象物の

所在地を その管轄区域に含む消防署及び消防署出張所に備えて公衆の閲覧に供する 方法（ ね） 

４  公表を する 事項は、 第２ 項に規定する 違反が認めら れた防火対象物の名称及びその所在地、 当

該防火対象物に係る 当該違反の内容その他消防長が必要と 認める 事項と する 。（ ね）  

 

【 解説】  

本条は、 重大な消防法令違反を 有する 防火対象物の公表について規定し たも のである 。  

こ れは、防火対象物を 利用し よ う と する 者に対し 、その安全性の判断に資する ために防火対象物の

危険性に関する 情報を 提供し 、防火安全に対する 認識を 高めて火災被害の軽減を 図る と と も に、防火

対象物の関係者によ る 防火管理業務の適正化及び消防用設備等の適正な設置促進を 目的と する も の

である 。  

 

１  第１ 項は、防火対象物における 消防の用に供する 設備の設置状況に法令違反がある 場合に、消防



長がその対象物について公表でき る こ と を 規定し たも のである 。  

⑴ 公表の対象と なる 防火対象物は、 条則第1 8 条の２ 第１ 項に掲げる 防火対象物のう ち同条第２

項に掲げる 法令違反を 有する 防火対象物である 。  

⑵ 条則第1 8 条の２ 第２ 項の「 屋内消火栓設備、 ス プリ ン ク ラ ー設備又は自動火災報知設備が設

置さ れていない」 と は、 屋内消火栓設備、 ス プリ ン ク ラ ー設備又は自動火災報知設備のいずれか

について、設置義務がある にも かかわら ず当該消防の用に供する 設備を 構成する 機器等が一切設

置さ れず法令違反と なっ ている も のを いう 。  

なお、 令第3 2 条の規定によ り 設置を 免除し ていた防火対象物で、 免除の要件が満たさ れなく

なっ たこ と によ り 当該規定が適用でき なく なっ た場合も 公表の対象と なる 。  

⑶ 令第８ 条に規定する 区画（ 以下、「 令８ 区画」 と いう 。） を 有する 防火対象物は、 それぞれの令

８ 区画部分を 別々の防火対象物と みなし 、 公表該当違反の有無を 判断する 。  

 

２  第２ 項は、公表を 実施する にあたり 、その旨を 関係者に対し て通知する こ と を 規定し たも のであ

る 。  

⑴ 本条における「 関係者」 と は所有者、 管理者又は占有者のう ち、 公表対象と なる 消防用設備の

設置履行義務者がこ れにあたる 。  

⑵ 公表の通知は、消防職員が実施する 立入検査において公表の対象と なる 法令違反を 確知し た場

合に、 当該立入検査の結果の通知に併せて、 公表の対象である 旨を 書面によ り 通知する 。  

 

３  第３ 項は、 公表の対象、 違反の内容及び手続について、 条則に委任する こ と を 規定し たも のであ

る 。  

 ⑴ 条則第1 8 条の２ 第３ 項の「 当該違反が当該立入検査の結果を 通知し た日から 1 4 日を 経過し て

も なお是正さ れていないと 認めら れる と き 」 と は、公表の対象である 旨を 通知する 書類を 交付し

た日の翌日を 起算日と し て、 その日から 1 4 日を 経過し 、 なお当該違反が継続し ている 場合を い

う 。  

ま た、 同項の「 当該違反の是正が行われたも のと 消防長が認める 」 と は、 具体的には、 公表の

対象と なる 消防の用に供する 設備について、 法第1 7 条の３ の２ の規定に基づく 検査を 行い、 そ

の結果適法に設置さ れている と し て検査済証を 交付する こ と 又はその他の方法によ り 公表の対

象と なる 法令違反の是正が認めら れる こ と を いう 。  

⑵ 条則第1 8 条の２ 第４ 項に規定する 公表する 事項のう ち、「 防火対象物の名称」 について、 令８

区画を 有する 防火対象物の該当区画部分のいずれかが公表対象違反と なっ た場合は、火災によ る

危険性は防火対象物と し て一体である こ と から 、公表の対象と なる 令８ 区画部分と 防火対象物全

体の事項を 併せて公表する 。  

⑶ 条則第 1 8 条の２ 第４ 項に規定する 公表する 事項のう ち、「 その他消防長が必要と 認める 事項」

と は、公表の対象と なる 消防の用に供する 設備の設置工事の着手状況と し 、該当する 設備につい

て法第 1 7 条の 1 4 に基づく 届出がさ れたこ と を も っ て工事に着手し たも のと し 、 こ れを 公表す

る 。  


